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　　　　　　　　　　　　　　　　論文　内　容　の　要’旨
　畜産界にお・いても生産効率を良くするために省九多頭羽飼育方式がとられているのは当然のことである。
すなわち，個体管理よりも集団を対象どしての考え方が優先し，いわゆるおちこぼれ的なものは適切な形で
処分されることが多くなってきた。
　今回筆者が試験の対象と．したのは乳牛であるが，牛乳生産を目的とザる場合には中手に伴う牛乳生産に期
待する以外，現状では適切な方法は見当らない。このため，まず最優先して考えねばならないことは如何に
して順調な分娩を繰り返し行わせるかということである。
　1960年前後に，．農林省が中心となり全国的規模で乳牛の栄養障害調査が行われた。その結果，飼料給与と
繁殖とは関係が深いことが強調され，その仲介をなしているのは牛体の栄養・生理的諸元であり，この3者
は互に連動していることが示唆される成績が多く得られている。しかし，当時の乳牛1頭の牛乳生産量は年
間4，000「5，00鰍gが普通であり，現在の約2分の1であり状況はかなり変わってきた。・さらに，省：カ，一
律的な管理方式が採用されるようになった。もし飼料給与等に欠陥があり，栄養・・生理的な面を通して繁殖
機能に抑制的な影野を及ぼすような潜在的因子が存在したとすれば，表面に出ないだけ’に群全体にその影響
が浸透し，生産性は次第に低下し，対策が遅れ被害も当然大きくなる。
　筆者はこのような背景を踏まえ，現状を正確に把握する必要牲を痛感した。
　野外において，年の繁殖面での管理上，最も重要な時期は周産期であることは異論のないところである。
この嘲の母牛を囲る騨囎噸での管界．テ嫡伴う生三元r購その後の三三旨は樋に濁
する。そのため，牛群のその時点でのこれらの関連する諸所見を知るととにより，．群のおかれている現状を
知り，適切な対応を早や目に実施することができ，同時に飼料，生理諸元，繁殖面の相互の関連性について
基礎的な研究にも貢献できるのではないかと考え，この試験を行った。
　試験の規模：
　筆者の担当地域の千葉県安房郡の酪農家6戸，比較のための畏野県の1戸，岐阜県の1戸（繁殖和牛）を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ対象として外見的に正常に周産期を経過した母牛約100頭，他方周産期に全身的な代謝性疾患あるいは消
化器疾患，難産や流産等の産科的障害等が認められた安房郡内の10二戸の非正常牛24頭である。
　試験の方法：唱　　　　　　　　　、
　対象牛の分娩前2週間前後．（第1次検査），分娩後7日（第五次検査），，30日（第皿次検査），60日（第IV次
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一23一
’検査）の計4回にわたり実施した‘（非正常牛の分娩前検査は不実施）。　　　　　　　　　　　　　、、．．一．
　調査測定項目はDCP，　TDN，　Ht，　BUN，　TP，グロス反応，　A／G，血糖，好酸球率，尿pH，乳量，
発惰鑑定が主なものである。
　なお，繁殖機能の判定は分娩後の発情回帰までの期間を目途とした。
　結果．：
　飼料給与の実態；
　分娩前古はNRC標準に比べ，　DCPや、過給，　TDNや、不足のわか癒の口腔的傾向がみられ，分娩壕嘱「，濤
の∬次検査時はDCP，　TDNとも極めて充足率が低かった。また，各回群（牛舎）間にも多少の違いがみら
れた。しかし，大部分は改善可能な範囲と患われる程度であらた。
　第∬次検査時点での飼料の大量給与は余病を併発するという考え方がかなり浸透しており，牛によっては
確かにそのような結果を招くものもあるため飼料の給与量を意識的に減らした感もあり，加うるにこの時期
．は乳量の急激な上昇による産乳飼料増給の遅れ．もその理由の一つと考えられた。．
　全般的にいってTDN不足は発情の回帰を遅延さす傾向があるように思われる成績が得られた。
　栄養生理的諸元の経時的所見と発情回帰との関係二；
　第1，∬，皿，W次回検査において，ほとんどの項目で有意変動が認められ，第1次の値に一くらべ分娩後
の値は大きく動き，分娩によち生体機構の変動の激しいことが推察された。
　なお，分娩前にDCP，　TDNの給与量が適正なものは不足しているもの1ζ比べ，また，血中TPが正常値
のものは高値のものに比べ発情回帰が早かった。
　また，その後の生理的空胎期に高TP，グロス反応陽性，低A／Gのものは発惰の回帰が有意に遅かった。
　一方，各検査項目について経時的な全体の平均的な流れと逆パターンを示す個体もみられた。これら逆パ
ターンを呈した個体と繁殖面との関連をみたが分娩後のTPの上昇がみられなかったもの（逆パターン群！，
及び好酸球率の低下がみられなかったもの（逆パターン群）は平均的な流れに沿って経過した個体より発惰
、回帰までの期聞が有意に短かかった（TP，55．16±19．96：43．17±16．98日，　P＜0．05，、好酸球率，53，9士
24．9：44．7土12．6日，Pく0．05）。他の項目については特に差は認められなかった。
　これらのことから分娩後のTP値及び好酸球率の検査は繁殖面を占うのに役立つものと思われる。
’非正常牛についての所見；
　周産期に非正常的な経過のみられたもの1ま概して飼料の摂取量が不足しており，Ht低く，TP値も低すぎ，
1血糖値が有意に高く，尿pkの三値等がみられ発情回帰が有意に遅れた（62．4±22．6；75。4士24．rg唱rP’　
＜d．01）。すなわち、この時期の疾病の予防は繁殖面からみても極めて重要と考えられる。
　なお，疾患セはないが，繁殖和牛は子牛に授乳中のものであり，哺乳刺激の影響を観察したがTDNの給
与不足による相乗的な影響も重なり発情回帰1ヰ有意｝こ遅延した（千葉牛群52．4±22．6＝岐阜牛群71．5±32↓
Pく0．05）。
　以王，筆者の担当地域を中心として高能力乳牛の周産期における飼養管理，とくに飼料給与を主に調査じ・
たが，これらは牛の生理的な講元に影響を及ぼし，その後の繁殖機能にも密接な関係のあることが実験の結
果確認された。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一24一
?一方，基本となるDCP，　TDNの適正を期すための改善はそれほど困難な状況ではなく，今後の現場で
の指導指針も得ることができた。　　㌦・・r　　　　　　　　　　　　　．
　　　　　　　　　　　　　論文審査の．結果の要‘旨
　1960年前後，農林省が中心となり，乳牛の栄養障割ζ関する調査が実施され，貴重なデータが得られ，そ
，れらを参考にして乳牛の管理がなされてきた。
　しかし，当時の乳牛は体格も小さく，1頭当りの年間泌乳能力は4，000－5，000藍gであり，現在の約2分
の1であった。加うるに現在では以前のよう’な細驚農塑の飼養形態は減少膀黛省力；・虚多頭羽飼育形態が普
及し，集出を対象とした一律的な管理がなされるようになった。そのため，もし生産性を低下さすような潜
在的因子が介在すれば気がつかないま、にその影響は群全体に波及することになる。
　最近，NRCでも従来の飼養標準の部分的な手なおしを行うなど，実状に即した対応がとられつつある。
　．乳牛飼育の目的は牛乳の生産である。今のところ，最も効率のよい牛乳生産の方法は分娩に伴う乳汁を期
待する以外方法はないρそのため順調な分娩を繰り返さすことが優先する。このような考えは新しいことで
、億ないが，従来行われてきた繁穂関連要素をとり入れ泥この種の試験，とくに周産期のものを対象としたも
のは材料牛の入手難も関係し極めて少なぐ，また，断片的な’ものや，「栄養障害に付随して行われたものが多
かった。しかも，最近では，この種の検討はほとんどなされておらず，ζの辺りで現状を踏まえて繁殖機能
面の向上を目標とした試験の必要性が感じ・られる。
　この論文は著者⑱担当地域の乳牛を中心として，・その周産期から生理的空胎期にわたる飼養管鳳と’くに
飼料給与の実態，それと関連して血液を中心に栄養生理的諸元の動きを観察し，それらの結果を踏まえて繁
殖機能との関連性を追究したものである。
　実験材料・方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。
　千葉県安房郡の酪農家6戸，比較のため長野県酪農家1戸，岐阜県和牛繁殖農家1戸を対象に周産期を外
見的に正常と思われる状態で経過した母牛約100頭（正常牛群〉，他方，周産期に代謝性学帽，消化器平物，
乳房炎，産科的障害等のあったもの24頭（非正常牛群）である俳正常牛については後述する）。
　これらのものに対し，分娩前約2週間（第1・次検査），分娩後7日目（第五次検査），30日目（第皿次検査），
60引目（第W次検査）に次の項目を調査または測定した。
　DCP，　TD導耳毛，　BUN，　TP，グロス反応，　A／G，血糖，好酸球率，尿pH，乳量，発情鑑定，挙動等。
　なお，繁殖機能の判定は分娩後の発情回帰までの期間を目途とした6
　結果　　　・　　　　　　　　　　　　　　’凸角　礁』胴1「∴㌦”‘1ハ　㍉∴：．
　飼料給与の実態　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∫
　分娩前の時点で，NRC標準に比べ，　DCPや、過給，　TDN不足のわが国の一般的傾向がみられ，．分娩‘
後穂流町時点ではPCP・TDNと下足率が低かった・このことは・この時期の飼料の過給は余母誘
発するとの先入観があること，泌乳量の増加に対する給与飼料量の後追いといったことが考えられる。
　第皿次，IV次検査時点ではや、給与量は増加したがTDNはほぼ幣時不足気味で今一段の改善が望まれる
状態であっ編TDNの不足のものは各牛群別に比較しでも発情回帰が遅れる傾向が認められた。
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《　栄養生理的諸元の経時的所見と発情回帰との関係
　舟娩を境としで，前と後でほとんどの検査項目で有意の差がみられ，11t，　A／G比等は低ドし，　BUN；’
TP，血糠，好酸球三等は上昇が認められた。’
　TDNが標準以上の牛群と以下の牛群について生理値を比較すると第H次検葺時点での8UNは前者で低
く，後者で高く（P＜0．σ1），DCPとの比率に問題のあることが推察される。好酸球率にも牛群党で有意藻
があり，ストレス等の存在が示唆される。
　これらの背景を踏まえ，発情回帰までの日数を60日を境とし，飼料給与量や生理諦元の呼値との関係をみ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　げ．⊇二『・…竃∴㌦・？　’』・・．．∵ち、り’箋・．∴：L…綿・；
’糎癌｛』臨二?ﾆ㍗蟻遅ぐ雍情が来’だものは牙娩前のDCP，　TDNの不足のもの，分娩後ではA／G比の低いもの，　TP
値の高いもの，グロス反応陽性のもの等が目立った．
　なお，縦断的観察を行った場合，各検査項目はそれぞれ群全体が示す経時的な流れ1ζ沿ったパターンが淳
在するが，この中には平均的な流れと逆行する個体も含まれており，逆六ターンを示した・ものの分娩後発情
回帰までの期間を検討した結果，TP値と好酸球率において逆パターンを示したものは発情までの期間が有
意に短かかった。他の項目では差は認めなかった。
　すなわち，ストレスに対する予剰能を保有している個体とも考えられ，このような個体についての詳しい
検討も意義のあることと考えられる。
　周産期非正常牛とその後の繁殖機能について
　非正常群群の発情回帰までの日数は75，4±24．9日であり，正常牛群では52．4士22．6日で有意差（P〈
0．0】）がみられた。
　給与飼料の充足率は非正常半群で低い（P＜0．DD。これは飼料の絶対量の不足と、いうより何らかの弊害
のため摂取量が低下していることも考えられ，このことが障害を発生している原因に加算され，生理的な諸
元にも影響を与えたと考えられる。すなわち，分娩後1週間目の第中次検i査時は飼料関係だけでなく，恥，
TL血雛にも髄の差が碑れてし・る・しか㌣・これらの値欲第に薦され第撒糖でぽほ旺常
な形に復帰している。
　なお，付随して行った哺乳子牛のいる繁殖和牛の母牛では，TDN不足も原因とは思われるが子牛の頻回
の哺乳刺激で発情回帰が大幅に遅れる成績が得られた。このことば，搾乳回数の過多，．ミルカー装着時間の
過長（空搾り）等にも馬連する所見である。、
肱著者野物罐轍叉醐空解期を通じ予州耐する酬給与融びに栄葉1蝉門下的
』（経時的観察〉並びた断面観察的な両面から検討し，飼料給与，生理諸元，繁殖機能の相互関係について正確
な検討を行い，従辛に見られなかった実験規模によって説得力のある試験成績を提供した。
　これらの成果は，著者の担当地域の酪農指導にも指針として充分利用される内容のものであり，溺の見地
で，栄養生理的な所見と繁殖との関係を考察する上にも貴重なデータを提供している。
　こ弗らの内容は地味ではあるが獣医，畜産分野に対する貢献度は極めて高く，獣医学博士を授与するにふ
さわしいものと判定される。　　　　　　　　　　∈
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